















セスで行われる｡ まず借り手は, サービスに登録し, 借入の申し込みを行う｡ その際には,
借入希望額や支払い可能な上限金利, 借入期間, 用途などを記入する｡ 貸し手は, 申込リ
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いうソーシャル・キャピタルを通じて情報の非対称性を解消し, モラルハザードを低減さ








の機能に注目した研究に大別される｡ 前者の代表的なものとしては, Herzenstein ら
(2008) の研究が挙げられる｡ 彼らによれば, 貸し手が投資する際の意志決定に, 人種や
性別といった属人的な要因は確かに影響するが, それは信用情報など, 借り手の返済能力
に関する指標が与える影響よりもずっと小さいものであった｡ 後者の先行研究としては,
Ryan (2007) や Berger & Gleiser (2008) などの研究が存在する｡ 彼らは, 借り手の資
金調達の成功の背景には, ユーザー・グループというコミュニティがある種のソーシャル・
キャピタルとして機能しており, 情報の非対称性やモラルハザードの低減につながってい
ると主張している｡ しかし, すべてのコミュニティが機能するわけではなく, Everett
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